
 

AB 間の道のりは 

   1530＋1170＝2700 m 

            ＝2.7km 

   

2.7km 

この計算は 

1 分間で２人のきょりは 70＋80＝150m ずつ

縮まります。 

２人のきょりが 0 になったときが出会ったとき 

 

1200÷150＝8 分 

8 分後 

85m/分で 18 分 

    ↓ 

 85×18＝1530(m) 

65m/分で 18 分 

    ↓ 

 65×18＝1170(m) 

 

△＝1200÷(70＋80) 

 ＝1200÷150 

 ＝8 分 



 

     分後 26 

(1) 太郎君が 10分間で進んだ道のりは 

     65×10＝650m 

         ↓ 

次郎君が出発するとき太郎君は 650m 先に

いた。     ↓ 

「追いつく」ということは，この 650m の差がゼ

ロになることです。 

 

 

 90－65＝25(m)・・1分間に縮まる道のり 

 650÷25＝26(分後)・・差が 0 になる時間 

            追いついた時間 

（追いつき問題） 

イの道のりは  240×3＝720(m) 

アの道のりは  720－540＝180(m) 

ゆみさんは 180mの道のりを 3分かかって

いるので 速さは 分速 

      180÷3＝60 m 
アのところ 

     m 

 

60 

540m 

240－△ 

速さの差 

３分 

240－△＝540÷3 

△＝240－180 

  ＝60  

 

 

分速 60m 



 

305m の差が 0 になったときが追いついたと

きです。 

1 分間に 85－60＝25m ずつ差が縮まりま

すから 305m の差がなくなるのは， 

 305÷25＝12.2 分後です。 

したがって，姉が家を出発してから 

  7＋12.2＝19.2分後 

           0.2×60＝12 秒より 

 19 分 12 秒後 

 

 

19 分 12 秒後 

妹が 15分間に進んだ道のりは 

   60×15＝900 m 

姉が 7 分間に進んだ道のりは，上の図より 

   900－305＝595 m 

したがって，姉の速さは 

   595÷7＝85 (m/分) 

          毎分 85m  

 
毎分 85m 

(2) 

 (1)の図の状態のとき，妹と姉は 

 305m離れています。 



 

                 上の図において，出会いの問題ですから，「速さの和」です。 

                     

                        

□＝1200÷160 

 ＝7.5 (分後) 

B 君はすでに５分歩いていますから， 

   7.5＋5＝12.5（分） 

         ↓ 

  12 分 30秒後 

 

12 分 30 秒後 

A 君の速さは 

1500m を 15分かか

りますから 

 1500÷15＝100 

        (m/分) 

B 君の速さは 

1500mを 25分か

かりますから 

 1500÷25＝60 

      (m/分) 

B 君は A 君より５分先に出発していますから， 

この５分間に B 君が進んだ道のりは 

  60×5＝300m 

      ↓ 

このとき，B 君と A 君のきょりは 

  1500－300＝1200m 

           図の▲m 

 

 

道のり÷速さの和 

 



 

太郎君の方が速いので太郎君が B 地点で折り

返してから，P 地点で次郎君と出会うことになり

ます。 

・太郎君が 24 分間に進んだ道のりは 

  80×24＝1920m 

・次郎君が 24 分間に進んだ道のりは 

  60×24＝1440m 

 

 ・往復の道のりは 

  1920＋1440＝3360m 

・AB 間の道のりは 

  3360÷2＝1680m 

1680m 

 



 

(2) [手順]まず，AB間の道のりを出し，それを２倍して往復の道のりとする。 

 

 

 

 

兄は弟と出会うまで(1)より 

60 分かかっているので， 

進んだ道のりは 160×60＝9600m 

AB 間の道のりは， 

  9600－1200＝8400m 

 

 

往復の道のりは， 

  8400×2＝16800m 

・兄が往復にかかった時間は 

  16800÷160＝105分 

・弟が往復にかかった時間は 

  16800÷120＝140分 

したがって， 

  140－105＝３５分 

 

(1) まず，状況図を書いてみる。 

兄は弟より 1200m×2＝2400m多く進んでい

る。 

1 分間にできる道のりの差は 

  160－120＝40m 

２人の差が 2400m になるのに何分かかるか？ 

  2400÷40＝60 分 

60 分後 

35 分 

ここを 60 分かかった。 

こ の と き ， 「 ２人 の差 が

2400m」と考える。 

 


